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研究成果の概要（和文）：文化的差異の認識に基づき、グローバル化した自然問題とかかわる新たな風景論を模索した
。国際シンポジウム「21世紀の風景表象─風景の構築と自然の認識」に続き、国際カンファレンス「風景の美学：伝統
と近代」、「風景のアヴァンギャルド、風景のポストモダン」を開催し、当研究の4年にわたる研究成果の総括として
、『自然の知覚─風景の構築。グローバル・パースペクティヴ』（仲間裕子、ハンス・ディッケル編、三元社、2014年
3月）を日英のバイリンガルで出版した。本著書は第一部「風景の思想」、第二部「風景のアイデンティティ」、第三
部「風景のモダン、ポストモダン」で構成され、8カ国の研究者が寄稿している。

研究成果の概要（英文）： Based on the recognition of cultural differences, the research project aimed to s
earch the new theory of landscape in relation to nature and its environmental problems. The international 
symposium, 'Landscape Representations of the 21st Century Art: The Recognition of Nature and Construction 
of Landscapes' was held in 2011 in Kyoto, followed by the international conferences, 'Aesthetics of Landsc
ape: Tradition and Modern' and 'Avantgarde and Postmodern in Landscape'  in successive years. 
 A bilingual book in Japanese/English edited by Nakama Yuko and Hans Dickel, Perception of Nature: Constru
ction of Landscape. Global Perspectives, Tokyo, Sangensha Publishers Inc., 2014, was published as the 4-ye
ar research accomplishment. Researchers from eight countries contributed their papers. The book contains t
hree themes: Theory of Nature and Landscape, Identities of Landscape, and 'Modern' and 'Postmodern' in Lan
dscapes. 
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１．研究開始当初の背景 
自然のテーマ化は、美学・美術史研究におい
ても、地球規模の自然破壊の進行という現実
とともに必要性を増している。風景はそうし
た危機に瀕した外的自然がわれわれに現れ
る場として、今や従来の伝統的な枠組みを超
えた新たな論究の中心に置かれるべきであ
ると思われる。自然や都市の風景に関する研
究論文はすでに多数見られるが、今世紀の緊
迫した状況における「時代の風景論」はいま
だ端緒についたばかりである。 
 
２．研究の目的 
本研究は上記の意図の下に、自然と都市の風
景をテーマにした芸術作品の分析を行い、そ
れぞれの自然概念を析出することを試みた。
その際、必須となるのは、芸術家が対峙した、
それぞれの時代の自然意識の解明であり、ま
た特定の歴史・文化、アイデンティティへの
顧慮である。したがって、国際的な共同研究
が不可欠であり、このような文化的差異の認
識に基づき、グローバル化した自然問題とか
かわる新たな風景論を模索した。 
 
３．研究の方法 
現代の自然の美学（ゲルノート・ベーメ『感
性学』、マルティン・ゼール『自然の美学』
他）の成果を顧慮しながらも、その方法論を
超え、個々の作品分析と徹底的な資料調査を
重視し、実証的な風景画／自然表象論を目指
す。また、インターカルチュラルな観点を重
視し、本風景論のプロジェクトの海外協力研
究者のハンス・ディッケル(エルランゲン＝
ニュルンベルク大学)、ゲイル・レヴィン（ニ
ューヨーク市立大学）、ラファエレ・ミラー
ニ（ボローニャ大学）、クリスティーナ・ウ
ィルコツェウスカ（ヤギェウォ大学）、刘成
紀（北京師範大学）等とともに国際的議論に
発展させた。 
 
４．研究成果 
(1)国際交流のため、研究発表の場として
2011 年に国際シンポジウム「21 世紀の風景
表象―風景の構築と自然の認識」、2012 年に
国際フォーラム「風景の美学：伝統と近代」
を開催し、最終年度の 2013 年には国際カン
ファレンス「風景のアヴァンギャルド、風景
のポストモダン」を催した。これらの国際会
議では、新しい自然表象を創出した美術作品
や今日の環境美学等を注目しつつ、来るべき
時代の「風景」について議論した。こうした
4 年間に渡る国際的な共同研究の総括として、
『自然の知覚―風景の構築。グローバル・パ
ースペクティヴ（Perception of Nature: 
Construction of Landscape. Global 
Perspectives』（仲間裕子、ハンス・ディッ
ケル編、三元社、2014 年 3月）を日英のバイ
リンガルで出版した。本書は第一部「風景の
思想」、第二部「風景のアイデンティティ」、
第三部「風景のモダン、ポストモダン」で構

成され、8カ国14名の研究者が寄稿している。
なお研究代表者・分担者の研究成果としては、
「古代ローマから中世キリスト美術にみる
自然の転化」（加藤磨珠枝）、「イギリスモダ
ニズムにみる都市の風景」（要真理子）、「雰
囲気にみる自然観―日本の風景表象の伝統
とポストモダン」（仲間裕子）、「透かし見る
自然―ドガの風景画を巡って」（米村 典子）、
「ベックマンの風景画にみる風景の切り取
り方―窓のモチーフを手掛りに」（岡部由紀
子）、「映画的特性と風景」（前田茂）の諸論
文が収められている。 
(2)海外における研究交流を重視し、研究代
表者は、国際美術史学会（第 33 回、ニュル
ンベルク、2012）、国際美学会（第 19 回、ク
ラカウ、2013）でのセッションチェアの依頼
を受け、スピーカーとしても参加した。国際
美術史学会で担当した「複合的な美術」のセ
ッションにおいては、ドイツ・ロマン主義の
風景画「四季の循環」等の連続体の作品につ
いて、また国際美学会においては担当の「美
学と風景」のセッションで「美学と風景：風
景の結晶化」を発表し、セッションの議論を
今日の風景表象の諸問題へと導いた。また、
研究代表者はこのような国内外での国際的
な議論をさらに発展させた論を、ボローニャ
大学、北京師範大学、エラスムス大学（オラ
ンダ）からの招聘講演において、「日本の風
景美術の感性と近代性」、「崇高の風景として
のロマン主義美術」として発表し、この二本
の研究論文はボローニャ大学高等研究院都
市研究所、鄭州大学の紀要に掲載された。 
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